
第１回社会福祉施設等感染症対策推進部会における意見への対応

項目 委員からの意見 県の対応

　感染力がかなり高いウイルスであれば、社会に出て、実際に在宅
に訪問しているヘルパーこそ、週２回の定期検査を行ってほしい。

　身近に検査キットがあって、検査をして陰性であることが分かって
からサービスに出ることができればありがたい。

　在宅系サービスにも、抗原定性検査キットを分けていただけるよう
に検討してもらえればありがたい。

在宅向けの感染
対策動画の作成
について

　在宅・自宅でのゾーニングに対しては研修のビデオがなく、在宅向
けの感染対策の動画を作ってほしい。

　訪問する事業所職員の感染防止対策については既存の動画等でも
対応できると考える。自宅療養者向けの感染対策の動画については、
既に様々な動画が配信されているためその必要性も含めて検討する。

高機能マスクの
配布について

　Ｎ95のような病院で使われているマスク等の配布などもお願いし
たい。

　一律配布では無く、利用者に感染者が発生した事業所からの要請に
基づく配布については、事業所に周知の上、取組を行う。

高齢者施設に勤
務する看護師向
けの研修につい
て

　もう少し資質向上のための看護師向けの研修があってもよいと思
う。

　感染症対策リーダー育成研修を実施する中で高齢者施設の感染症
担当者である看護師に対して研修を行う。

入所系施設以外
の事業所におけ
る抗原定性検査
キットによる定期
検査について

　濃厚接触となった職員の早期復帰を目的として、９月から在宅サービ
ス事業所への抗原定性検査キットの一律配布を実施している。また、
11月以降は、配布を希望する在宅サービス事業所に配布を行う予定で
ある。
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